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プログラムの完成までには、テスト

によって正常に動作するかどうかを確

認する過程が必要になる。このとき、

正しく動作しない（バグがある）状態

から正しく動作する状態へと、コード

を追加／変更／削除するデバッグとい

う作業が必ずついてまわる。従来のWin

dowsアプリケーションの場合、Visual

Basicがデバッグしやすい開発環境だっ

たので、多種多様な開発ツールも最低

限Visual Basicのデバッグ機能と遜色

ない機能をもつまでに成熟してきた。

しかし、Webアプリケーションの場合、

実行時に変数「i」の値を画面やファイ

ルに出力するなどの方法が主流だった。

このような“力技のデバッグ”とも

いえるWebアプリケーションのデバッ

グ環境を改善できるのが、Visual Studio

.NET（以下VS.NET）のIDE（Integ

rated Development Environment：統

合開発環境）だ。IDEを使用すること

で、プログラムコードの編集や管理、コ

ンパイルだけではなく、Windowsアプ

リケーションと同じような感覚でWeb

アプリーションのデバッグも可能にな

る。

IDEのデバッグ機能の特徴は、ブレ

ークポイントにある。ブレークポイン

トとは、プログラムコード上に指定で

きるマークのことで、プログラム実行

中にブレークポイントに指定したコー

ド行に実行が移ると、そこでIDEが実

行を中断し、バグの原因となる箇所の

調査が行なえるという便利なものだ。

ブレークポイントの指定方法

VS.NETのIDEでは、何種類かブレ

ークポイントを指定する方法が存在す

るが、一番簡単で便利なのが、コード

ウィンドウで実行を中断して調査を行

ないたい行の左側のグレー部分をクリ

ックする方法だ。IDEは、ブレークポ

イントの行まで実行したらプログラム

を中断し、現在行が矢印とバックカラ
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ーで示される状態になる（図1）。

ブレークポイントの種類

ソースウィンドウで指定したブレー

クポイントは、無条件に実行を中断す

るが、VS.NETのブレークポイントは、

それだけでなくさまざまなブレーク条

件（プログラムの実行を中断させる条

件）を指定できる優れものだ。

ブレーク条件を付加するには、先ほ

ど作成したブレークポイント上で右ク

リックし、表示されたメニューから

［ブレークポイントのプロパティ］を選

択したときに表示されるダイアログで

行なう。

ダイアログの画面構成は、ブレーク

ポイントの位置を示す「関数」「ファイ

ル」「アドレス」タブ部分とブレーク条

件を設定する2つのコマンドボタンから

なっている（図2）。位置を示すのに3種

類の表現方法があるが、ここに値を設

定したり、表示内容を確認したりする

ことは少ないと思う。重要なのは、2つ

のコマンドボタンをクリックしたとき

に表示される設定用ダイアログだ。

VS.NETでは、ブレークポイントで中

断するかどうかを式の値により制御で

きる（図3）。

・論理式を設定し、その式がTrueであ

るときは中断

・変数や関数、論理式、算術式などを

設定し、その値が前回通過時から変

化しているときは中断

Visual Basicでも「ウォッチ式」とし

て、指定した式がTrueになったときや
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図1：クリックした場所まで実行されると中断し表示される
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図2：ブレークポイントのプロパティ

ブレークポイントの条件

図3を表示

図4を表示




